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９月１日　本会議

　　　　　（閉会中の委員会報告など）

９月２日　本会議

　　　　　（議案の審議・議決など）

９月３日　決算特別委員会

９月４日　決算特別委員会

９月８日　教育厚生常任委員会

９月14日　本会議

　　　　　（一般質問　４名）

９月15日　本会議

　　　　　（一般質問　２名）

９月18日　本会議

（委員長報告、決算認定、

その他議案）

市長提出議案（18件）

条例関係　　３件（すべて可決）

予算・決算関係　10件（すべて承認・可決）

その他議案　５件（すべて承認・可決）

議員提出議案（６件）

条例関係　　１件（可決）

委員会報告　２件（６ページ参照）

意見書　　　１件（可決）

その他議案　２件（すべて可決）

その他議案

請願・陳情　２件（10ページ参照）

市
議
会
議
員
の
定
数
を
削

減
し
ま
し
た

　

議
員
の
提
案
に
よ
り
那

珂
市
議
会
議
員
定
数
を
24

人
か
ら
22
人
へ
削
減
す
る

た
め
、
那
珂
市
議
会
議
員

の
定
数
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

こ
の
条
例
は
、
次
回
の
一

般
選
挙
か
ら
施
行
し
ま

す
。

少
子
化
対
策
と
し
て
出
産

育
児
一
時
金
を
引
き
上
げ

ま
し
た

　

国
に
お
い
て
、
緊
急
の

少
子
化
対
策
と
し
て
出
産

育
児
一
時
金
を
引
き
上
げ

と
す
る
健
康
保
険
法
施
行

令
等
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険

に
お
い
て
も
同
額
に
改
正

す
る
も
の
で
す
。

　

改
正
の
内
容
は
、
平
成

21
年
10
月
１
日
か
ら
平
成

23
年
３
月
31
日
ま
で
の
出

産
に
つ
い
て
の
経
過
措
置

と
し
て
、
現
行
の
35
万
円

の
支
給
額
を
39
万
円
と
す

る
も
の
で
す
。

那
珂
市
民
憲
章
を
制
定
し

ま
し
た

　

那
珂
町
・
瓜
連
町
合
併

協
定
に
お
い
て
、
市
民
憲

章
は
「
新
市
に
お
い
て
検

討
機
関
を
設
け
、
新
た
に

制
定
す
る
も
の
と
す
る
。」

と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
基

づ
き
、
市
制
施
行
５
周
年

を
迎
え
る
時
期
に
合
わ

せ
、
那
珂
市
民
一
人
ひ
と

り
が
主
体
的
に
ま
ち
づ
く

り
に
関
わ
っ
て
い
く
た
め

の
精
神
的
な
規
範
と
し
て

制
定
す
る
も
の
で
す
。
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本　会　議

平成21年第３回定例会
（９月１日～９月18日）

議案件数と結果

条

例

改

正

市議会議員の定数を2名削減し22名に
補正予算など承認・可決



幼
稚
園
設
置
条
例
を
一
部

改
正
し
ま
し
た

　

戸
多
・
芳
野
・
木
崎
の

各
幼
稚
園
を
統
合
し
芳
野

幼
稚
園
一
園
と
し
戸
多
・

木
崎
幼
稚
園
を
廃
園
と
す

る
た
め
、
那
珂
市
立
幼
稚

園
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に

同
意

　

高
畠　
　

勇　

氏

　
　
　
　
　
　

豊　

喰

　

田
波　

節
子　

氏

　
　
　
　
　
　

額　

田

　

吽
野　

正
三　

氏

　
　
　
　
　
　

鴻　

巣

　

加
藤　

正
毅　

氏

　
　
　
　
　
　

横　

堀

条
例
改
正

人

事
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本　会　議

▼一般会計
　５億４，７１５万２千円の増額→
　　　　総額１７９億８，１５８万円
　小学校耐震補強事業などの増額です。

▼国民健康保険特別会計
　４，７３３万４千円の増額→
　　　　総額５１億３，６３３万４千円
　国県負担金等返納金などの増額です。

▼老人保健特別会計
　９３３万１千円の増額→
　　　　総額１，５３３万１千円
　一般会計繰出金などの増額です。

▼下水道事業特別会計
　８７９万７千円の増額→
　　　　総額２５億０，４７９万７千円
　一般管理事務費などの増額です。

平成21年度補正予算８件を原案のとおり可決しました

補 正 予 算

第 ２ 回 臨 時 会
７月22日第２回那珂市議会臨時会が行われました。

・地域公共交通活性化事業
・公共施設地上デジタル化対策事業
・公用車購入事業
・子育て支援センター事業
・総合保健福祉センター管理事業
・土地改良基盤整備事業
・土地改良補助事業
・清水洞の上整備事業
・静峰ふるさと公園管理事業
・道路改良舗装事業

市長提出議案（２件）

条例関係　　１件（可決）

その他議案　１件（承認）

議案件数と結果 補　正　予　算
▼一般会計
　５億７，２０１万１千円の増額→
　　　　総額１７４億３，４４２万８千円

▼公園墓地事業特別会計
　２０万円の増額→
　　　　総額１，０８０万円
　公園墓地管理事業などの増額です。

▼農業集落排水整備事業特別会計
　５２万６千円の増額→
　　　　総額６億８，２５２万６千円
　農業集落排水未接続調査事業などの増額です。

▼介護保険特別会計
　１，１８３万４千円の増額→
　　　　総額３０億５，２８３万４千円
　一般会計繰出金などの増額です。

▼上菅谷駅前地区土地区画整理事業特別会計
　１，０００万円の減額→
　　　　総額１億７，９００万円
　区画整理事業などの減額です。

・道路維持補修事業
・公園管理事業
・理科教育設備整備事業（小・中学校費）
・学校情報通信技術環境整備事業（幼・小・中学校費）
・小学校施設整備事業費
・平野コミュニティセンター管理事業
・類似公民館施設管理事業
・総合公園管理事業
・体育施設管理事業

地域活性化・経済危機対策臨時交付金により次の事業の補正予算を可決しました。



　

９
月
２
日
の
本
会
議
で

市
か
ら
平
成
20
年
度
の
各

種
会
計
歳
入
歳
出
決
算
と

水
道
事
業
会
計
決
算
が
提

出
さ
れ
、
監
査
委
員
か
ら

「
各
種
の
決
算
計
数
は
正

確
で
あ
り
、
概
ね
適
正
な

決
算
状
況
で
あ
っ
た
。
今

後
も
効
果
的
・
効
率
的
な

行
財
政
運
営
を
推
進
す
る

こ
と
を
期
待
す
る
。」
と

の
監
査
意
見
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

は
、
詳
細
に
審
査
す
る
た

め
決
算
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
付
託
し
ま
し
た
。

　

９
月
３
日
か
ら
行
わ
れ

た
決
算
特
別
委
員
会
で
の

審
査
は
、
決
算
の
内
容
に

つ
い
て
各
担
当
課
の
説
明

を
受
け
な
が
ら
進
め
ら

れ
、
予
算
が
当
初
の
目
的

の
た
め
に
適
正
か
つ
効
率

的
に
使
わ
れ
た
か
、
ど
の

よ
う
な
行
政
効
果
が
あ
っ

た
か
な
ど
、
様
々
な
角
度

か
ら
質
疑
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

【　

一　

般　

会　

計　

】

問　

新
規
採
用
職
員
の
研

修
内
容
は
。

答　

研
修
は
４
月
と
９
月

に
分
け
て
実
施
し
、
役
所

の
業
務
の
説
明
や
接
遇
、

体
験
学
習
と
し
て
、
福
祉

施
設
で
の
体
験
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

使
用
法
を
受
講
し
ま
し

た
。

問　

保
育
所
の
待
機
児
童

数
は
。

答　

待
機
児
童
は
現
在
い

な
い
が
、
保
育
所
を
指
定

し
空
き
待
ち
を
し
て
い
る

指
定
待
ち
は
29
名
で
す
。

問　

タ
ク
シ
ー
利
用
助
成

事
業
の
実
績
は
。

答　

実
績
と
し
て
、
申
請

者
が
１
６
１
人
、
枚
数
と

し
て
６
，
４
５
６
枚
発
行

し
、利
用
者
は
１
１
２
人
、

枚
数
と
し
て
２
，
０
７
７

枚
、
利
用
率
が
32
・
２
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　

生
産
調
整
の
達
成
率

は
。

答　

平
成
20
年
度
の
生
産

調
整
の
達
成
率
は
62
・
６

％
と
な
っ
て
お
り
、Ｊ
Ａ
、

市
、
県
と
一
緒
に
調
整
面

積
が
達
成
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
ま
す
。

問　

那
珂
聖
苑
の
駐
車
場

整
備
に
つ
い
て
は
。

答　

駐
車
場
が
満
車
に
な

る
日
が
年
間
１
３
０
日
く

ら
い
あ
り
、
来
場
者
に
迷

惑
を
か
け
て
い
る
の
で
、

整
備
し
た
ほ
う
が
よ
い
と

判
断
し
ま
し
た
。

問　

防
災
無
線
の
電
波
不

良
地
区
の
解
消
は
。

答　

電
波
の
不
良
地
区

で
、
ア
ン
テ
ナ
設
置
の
申

し
出
が
あ
っ
た
地
区
に
は

随
時
対
応
し
て
い
る
状
況

で
あ
り
、
平
成
20
年
度
は

21
件
実
施
し
ま
し
た
。

問　

道
路
補
修
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
。

答　

限
ら
れ
た
予
算
で
１

年
間
賄
わ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
必
要
最
小
限
度
の
補

修
と
い
う
こ
と
で
対
応
し

て
い
ま
す
。

問　

消
防
車
両
の
保
有
台

数
は
。

答　

全
体
で
28
台
保
有
し

て
い
ま
す
。
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委 員 会

決算特別委員会

平成２０年度那珂市決算　総額２９２億円
決算特別委員会を設置し、詳細に審査

決算特別委員会委員
（各常任委員会から３名ずつの計12名）

委 員 長 小　沼　博　恭 ＜総　　務＞

副委員長 中　庭　正　一 ＜産業生活＞

委　　員 萩　谷　俊　行 ＜教育厚生＞

　〃　　 海　野　　　徹 ＜産業生活＞

  〃　　 蝦　名　純　子 ＜建　　設＞

　〃　 　 君　嶋　寿　男 ＜教育厚生＞

　〃　 　 笹　島　　　猛 ＜建　　設＞

　〃　　 間　宮　　　一 ＜総　　務＞

　〃　 　 雨　川　和　幸 ＜建　　設＞

　〃　 　 福　田　耕四郎 ＜教育厚生＞

　〃　　 石　川　利　秋 ＜産業生活＞

　〃　 　 木　村　静　枝 ＜総　　務＞

審
査
経
過

主
な
質
疑



　

２
日
間
に
わ
た
る
決
算

特
別
委
員
会
で
の
慎
重
な

審
査
の
結
果
、
各
種
会
計

歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て

は
、「
歳
入
で
は
、
市
税

の
収
入
未
済
額
が
見
ら

れ
、
更
な
る
収
納
推
進
を

求
め
る
が
、
収
納
率
が
前

年
度
よ
り
0.2
％
上
回
っ
た

こ
と
は
努
力
の
成
果
が
認

め
ら
れ
る
。
歳
出
で
は
、

不
用
額
が
見
ら
れ
る
が
、

主
に
入
札
差
金
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
適
正
な
支
出

で
あ
る
。
平
成
20
年
度
は

第
１
次
那
珂
市
総
合
計
画

の
実
施
初
年
度
で
あ
り
、

３
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
理
念
に
の
っ
と
り
行
財

政
運
営
の
効
率
化
に
よ
る

自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
が

進
め
ら
れ
て
い
る
と
認
め

ら
れ
る
。」
と
の
意
見
が

出
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お

り
認
定
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
道
事
業
会
計

決
算
に
つ
い
て
は
、「
普

及
率
は
98
・
２
％
、
有
収

率
（
配
水
量
に
対
す
る
有

料
給
水
量
）
は
90
・
５
％

と
高
い
水
準
を
確
保
し
て

い
る
。
予
算
の
適
正
執
行

を
確
認
し
、
経
営
状
況
は

良
好
で
あ
る
。」
と
の
意

見
が
出
さ
れ
、
採
決
の
結

果
、
賛
成
多
数
で
原
案
の

と
お
り
認
定
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
最
終
日
と
な

っ
た
９
月
18
日
の
本
会
議

で
、
決
算
特
別
委
員
会
の

委
員
長
報
告
に
対
す
る
一

括
質
疑
及
び
討
論
を
行

い
、
採
決
の
結
果
、
各
種

会
計
歳
入
歳
出
決
算
と
水

道
事
業
会
計
決
算
は
、
原

案
の
と
お
り
認
定
す
る
こ

と
に
決
定
し
ま
し
た
。

問　

小
学
校
施
設
の
修
繕

は
優
先
順
位
を
つ
け
行
っ

て
い
る
の
か
。

答　

危
険
度
の
高
い
も
の

を
優
先
的
に
修
繕
し
て
い

ま
す
。
緊
急
を
要
し
な
い

も
の
は
大
規
模
改
修
や
耐

震
補
強
で
併
せ
て
改
修
を

考
え
て
い
ま
す
。

【 

特　

別　

会　

計　

】

問　

高
額
療
養
者
の
件
数

は
。

答　

一
般
高
額
療
養
費

３
，
８
５
２
件
、
退
職
被

保
険
者
の
高
額
療
養
費
が

４
６
３
件
で
し
た
。

問　

家
族
介
護
継
続
事
業

の
内
容
は
。

答　

紙
お
む
つ
助
成
事

業
、
介
護
慰
労
金
事
業
、

家
族
介
護
者
交
流
事
業
が

あ
り
ま
す
。

問　

上
菅
谷
駅
前
地
区
区

画
整
理
事
業
で
移
転
補
償

の
見
通
し
は
。

答　

移
転
補
償
は
平
成
22

年
で
完
了
予
定
で
す
。
年

次
計
画
に
基
づ
き
順
次
移

転
予
定
で
す
。

【
水 

道 

事 

業 

会 

計 

】

問　

給
水
利
益
の
減
と
加

入
分
担
金
の
増
の
理
由

は
。

答　

給
水
利
益
の
減
は
人

口
減
少
又
は
、
使
用
量
減

の
た
め
で
あ
り
、
分
担
金

の
増
は
新
築
家
屋
・
ア
パ

ー
ト
の
増
に
よ
る
も
の
で

す
。

採　
　

決

平成２０年度那珂市各種会計歳入歳出決算
会　　計　　区　　分 歳入決算額　Ａ 歳出決算額　Ｂ 歳入歳出差引額　Ａ－Ｂ

一　　般　　会　　計 177億5,893万円 171億8,073万円 5億7,820万円

特　
　

別　
　

会　
　

計

国民健康保険特別会計（事業勘定） 50億8,552万円 49億1,839万円 1億6,713万円

老人保健特別会計 4億0,344万円 　3億9,294万円 1,050万円

下水道事業特別会計 28億5,244万円 27億3,948万円 1億1,296万円

公園墓地事業特別会計 1,158万円 888万円 270万円

農業集落排水整備事業特別会計 5億7,812万円 5億5,187万円 2,625万円

介護保険特別会計（保険事業勘定） 28億6,625万円 28億3,647万円 2,978万円

介護サービス事業特別会計 1,039万円 886万円 153万円

上菅谷駅前地区土地区画整理事業特別会計 2億2,625万円 2億1,884万円 741万円

後期高齢者医療特別会計 3億9,827万円 3億9,787万円 40万円

那珂地方公平委員会特別委員会 58万円 　　3万円 55万円

合　　　　　計 301億9,177万円 292億5,436万円 9億3,741万円

平成２０年度那珂市水道事業会計決算
会　　計　　区　　分 収入決算額　Ａ 支出決算額　Ｂ 収入支出差引額　Ａ－Ｂ

水道事業会計
（収益的収支） 11億5,412万円 10億1,796万円 1億3,616万円

（資本的収支） 9,560万円 5億4,464万円 ▲4億4,904万円
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原
子
力
安
全
対
策
特
別
委
員
会

　

調
査
内
容
は
、
三
菱
原

子
燃
料
株
式
会
社
よ
り
ト

リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
の
調

査
結
果
に
つ
い
て
、
執
行

部
よ
り
原
子
力
事
業
所
の

ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
説
明

を
求
め
審
議
を
行
い
ま
し

た
。

　

ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

の
調
査
結
果
に
つ
い
て

は
、
敷
地
内
土
壌
か
ら
は

検
出
さ
れ
な
か
っ
た
が
、

敷
地
内
地
下
水
よ
り
ト
リ

ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
や
ト
リ

ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
が
検
出
さ

れ
、
敷
地
中
央
部
で
は
環

境
基
準
を
上
回
る
値
が
検

出
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の

対
策
と
し
て
、
敷
地
境
界

で
の
定
期
的
な
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
及
び
敷
地
内
の
浄
化

対
策
を
検
討
し
実
施
す
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

委
員
よ
り
、
有
効
か
つ

早
急
な
浄
化
対
策
の
実
施

と
敷
地
外
に
つ
い
て
も
調

査
を
行
う
よ
う
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
原
子
力
事
業
所

の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

は
、
改
善
策
が
取
ら
れ
た

か
の
確
認
は
原
子
力
安

全
・
保
安
院
が
行
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
市
と
し
て
も
実
際
に

対
策
が
取
ら
れ
た
か
現
場

を
確
認
す
る
よ
う
要
望
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

原
子
力
安
全
対
策
特
別
委

員
会
調
査
報
告
書

　

当
委
員
会
で
は
、
住
民

の
安
全
確
保
と
周
辺
環
境

の
保
全
を
図
る
う
え
か

ら
、
原
子
力
に
対
す
る
知

識
と
理
解
を
深
め
る
た

め
、
７
月
15
～
17
日
に
北

海
道
電
力
株
式
会
社
泊
原

子
力
発
電
所
・
知
内
火
力

発
電
所
を
視
察
し
ま
し

た
。

安
全
対
策
に
つ
い
て

　

多
重
防
衛
の
考
え
の
も

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
故
防

止
策
を
講
じ
、
周
辺
環
境

に
放
射
性
物
質
の
影
響
を

及
ぼ
さ
な
い
よ
う
配
慮
し

て
い
る
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
に
つ

い
て

　

現
在
建
設
中
の
泊
原
子

力
発
電
所
３
号
機
に
お
い

て
プ
ル
サ
ー
マ
ル
を
計
画

し
て
お
り
、
導
入
経
緯
、

安
全
性
、
世
界
の
動
向
、

地
震
対
策
等
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

東
海
村
の
日
本
原
子
力

発
電
株
式
会
社
東
海
第
二

発
電
所
に
お
い
て
プ
ル
サ

ー
マ
ル
計
画
を
検
討
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
近
隣

市
町
村
及
び
地
域
住
民
の

合
意
形
成
に
つ
い
て
、
質

疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
と
は

　

原
子
力
発
電
所
の
使
用

済
み
核
燃
料
を
再
処
理
し

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
取
り
出

し
、
ウ
ラ
ン
と
の
混
合
酸

化
物
燃
料
に
加
工
し
軽

水
炉
で
利
用
す
る
計
画
で

す
。

調
査
事
項

１ 

住
民
の
安
全
確
保
に
関
す
る
事
項

２ 

周
辺
の
環
境
保
全
に
関
す
る
事
項

３ 

原
子
力
安
全
協
定
に
関
す
る
事
項

４ 

核
融
合
研
究
施
設
に
関
す
る
事
項

５ 

そ
の
他
関
連
す
る
事
項

継続調査
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継続調査

　

本
件
は
、
平
成
20
年
９

月
定
例
会
以
降
の
閉
会
中

の
継
続
調
査
と
し
て
、
所

管
事
務
調
査
を
開
始
し
た

も
の
で
す
。

　

商
工
業
振
興
策
の
中
で

考
え
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
市
が
直
接
関
わ
っ

て
商
工
業
者
を
牽
引
し
、

指
導
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
現
実
に
商
工
業

の
振
興
と
い
う
こ
と
に
委

員
会
と
し
て
踏
み
込
む
べ

き
で
あ
り
個
々
の
問
題
に

つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

商
工
業
の
振
興
に
つ
い

て
は
、
商
工
業
を
牽
引
す

る
市
の
役
割
を
明
確
に
す

る
と
の
理
由
に
よ
り
継
続

し
て
調
査
す
べ
き
で
あ
る

と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
採

決
の
結
果
、
全
員
異
議
な

く
継
続
し
て
調
査
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

商工業の振興について
市の役割を明確にする
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Q
&
A

市政を問う
６
人
の
議
員
が
登
壇
し
、

様
々
な
視
点
か
ら

市
政
を
問
い
ま
し
た
。

市政を問う

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
猛
威
を
振
る
っ
て
い
ま

す
。
那
珂
市
で
は
四
中
が

１
年
生
全
学
級
の
学
年
閉

鎖
を
し
た
と
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
が
現
在
ど
う
な

っ
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　

今
後
、
大
流
行
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。
那
珂
市

は
現
在
保
険
証
を
持
た
な

い
資
格
証
明
書
の
世
帯
が

１
８
７
世
帯
あ
り
ま
す
。

お
金
が
な
い
た
め
、
病
院

へ
行
け
ず
重
症
化
し
た

り
、
ま
わ
り
の
人
に
感
染

さ
せ
て
し
ま
う
お
そ
れ
も

あ
り
ま
す
。
国
民
健
康
保

険
条
例
に
は
、
災
害
や
失

業
な
ど
８
項
目
に
わ
た
っ

て
、
国
保
税
を
免
除
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

那
珂
市
は
現
在
ま
で
適

用
さ
れ
た
例
が
あ
り
ま
せ

ん
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
大
流
行
が
懸
念
さ
れ

る
今
、
こ
の
条
例
を
適
用

し
、
受
診
の
機
会
が
失
わ

れ
な
い
よ
う
資
格
証
明
書

発
行
世
帯
に
は
緊
急
に
保

険
証
を
発
行
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
が
答
弁
を
求

め
ま
す
。

　

教
育
次
長　

四
中
の
学

年
閉
鎖
は
本
日
解
除
さ
れ
、

一
中
が
２
名
14
日
ま
で
出

席
停
止
、
東
小
１
名
が
15

日
ま
で
出
席
停
止
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

保
健
福
祉
部
長　

現
在

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

国
保
証
の
取
�
上
�
は
�
め
て
�
し
い

現
在
考
�
て
い
な
い

木村静枝 議員

質問事項
１　新型インフルエンザと国

保問題について

２　上菅谷駅橋上化計画及び

上菅谷駅西側の都市計画

の構想について

一般質問　Q & A

那珂市国民健康保険、短期被保険者証、

資格証明書発行世帯状況

年度 国保世帯数
資　　格 短　　期

世帯数 率（％）世帯数 率（％）

Ｈ21 8,343 187 2.24 631 7.56

H20 8,467 234 2.76 530 6.26

H19 10,732 211 1.97 517 4.82

H18 10,755 193 1.79 596 5.54

H17 10,678 192 1.80 688 6.44

H16 10,491 168 1.60 526 5.01
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耕
作
放
棄
地
、
遊
休
農

地
対
策
で
は
集
落
営
農
組

織
や
担
い
手
育
成
、
農
地

情
報
提
供
体
制
の
整
備
は

ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
ま

す
か
。

　

特
産
品
の
那
珂
カ
ボ
チ

ャ
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
に

向
け
た
支
援
、
苗
千
本
の

無
料
配
布
の
成
果
等
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　

新
規
就
農
者
支
援
事
業

は
２
年
の
県
補
助
終
了
後

も
継
続
を
望
み
ま
す
。

　

ま
た
、
講
習
終
了
者
の

支
援
体
制
を
ど
う
考
え
て

い
ま
す
か
。

　

産
業
部
長　

集
落
営
農

組
織
で
は
田
崎
集
落
営
農

組
合
が
、
担
い
手
は
現
在

１
５
５
名
が
活
動
中
で

す
。
農
地
情
報
提
供
体
制

に
つ
い
て
は
10
月
末
ま
で

の
開
示
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

那
珂
カ
ボ
チ
ャ
に
つ
い

て
は
Ｊ
Ａ
部
会
へ
の
補
助

等
各
種
支
援
を
し
て
い
ま

す
。
苗
の
無
料
配
布
は
カ

ボ
チ
ャ
栽
培
の
底
辺
拡
大

を
狙
い
に
行
い
97
名
が
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

新
規
就
農
者
支
援
事
業

は
現
在
29
名
が
受
講
、
新

た
に
Ｊ
Ａ
の
部
会
に
２
名

が
入
り
、
５
名
が
直
売
所

へ
出
荷
を
始
め
ま
し
た
。

県
補
助
終
了
後
も
少
く
と

も
２
年
間
は
継
続
し
た

い
。
講
習
後
は
Ｊ
Ａ
と
市

の
営
農
指
導
者
で
対
応
し

た
い
。

農
業
の
振
興
に
つ
い
て

市
で
で
き
る
こ
と
、
検
討
対
応
し
ま
す

先﨑　光 議員

質問事項
１　農業の振興について

　

市
街
化
区
域
に
お
け
る

宅
地
等
の
評
価
額
は
、
調

整
区
域
の
４
～
５
倍
で
あ

り
、
更
に
都
市
計
画
税
が

課
税
さ
れ
る
な
ど
高
額
な

税
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
市
街
化
区

域
の
下
菅
谷
・
杉
原
・
寄

居
地
区
に
お
い
て
は
、
下

水
道
整
備
の
遅
れ
に
伴
っ

て
合
併
処
理
浄
化
槽
の

整
備
に
約
９
千
万
円
を

投
じ
た
が
市
民
負
担
分

１
３
３
０
万
円
は
補
助
対

象
外
で
３
地
区
の
住
民
は

二
重
の
負
担
に
直
面
し
て

い
る
。
こ
の
様
な
中
、
都

市
計
画
税
を
調
整
区
域
の

市
道
及
び
排
水
路
整
備
等

に
充
当
し
ま
す
な
ど
と
、

誤
っ
た
議
会
答
弁
が
な
さ

れ
る
な
ど
、
税
の
使
途
が

曖
昧
な
状
況
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
今
後
は
、
都
市

計
画
税
の
使
途
を
明
確
に

し
、
市
街
化
区
域
に
お
け

る
都
市
計
画
事
業
を
優
先

的
に
促
進
す
べ
き
で
あ

る
。

　

市
長　

都
市
機
能
を
充

実
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、

未
整
備
の
都
市
計
画
道

路
、
下
水
道
な
ど
の
都
市

計
画
事
業
を
計
画
的
に
実

施
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
都
市
計
画
税
の

使
い
道
を
市
民
の
皆
さ
ん

に
ご
理
解
を
得
ら
れ
る
よ

う
、
財
政
事
情
報
告
な
ど

で
公
表
し
て
い
き
た
い
。

都
市
計
画
税
の
使
途
の
明
確
化
を

使
途
の
明
確
化
と
市
街
地
の
形
成
を

石川利秋 議員

質問事項
１　都市計画税について

２　都市計画事業について

一般質問　Q & A

新規就農者実践講座
４／２ 開講式

４／16 トマト、きゅうり

５／７ トウモロコシ、ネギ

５／21 スイカ、ナス

６／４ さつまいも

６／18 オクラ、枝豆

７／２ キャベツ、ブロッコリー

７／16 大根、レタス、人参

８／６ 土壌診断、農薬防除

８／20 農機具

９／３ ほうれん草、かぶ、ソラマメ

９／17 たまねぎ、しゅんぎく

10／１ 直売所、ニンニク

10／15 前期反省会

11／５ 視察研修会

11／19 堆肥作り

12／３ 肥料・農薬

12／17 漬物加工

１／７ ばれいしょ、モロヘイヤ

１／21 ごぼう、かぼちゃ

２／４ エコファーマーについて

２／18 ピーマン、さといも

３／４ 反省会

３／18 閉講式

都市計画税とは

　都市計画税は、公園・道路・下水道
等の都市施設の整備などの都市計画事
業・土地区画整理事業に充てるため、
原則として、市街化区域内の土地・家
屋を対象として、その所有者に固定資
産税と併せて納めていただく税金です。
　那珂市の都市計画税の税率は0.3％で
す。
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一般質問　Q & A

　

少
子
高
齢
化
時
代
と
な

っ
た
今
、
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
で
、
自
治
体
は
財

政
の
引
き
締
め
を
図
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
例

え
ば
、
新
規
投
資
や
大
型

の
土
木
事
業
は
、
非
常
に

慎
重
に
検
討
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
行

政
は
サ
ー
ビ
ス
の
公
平
性

と
効
率
性
を
優
先
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
現
在
の
疲
弊
し
た

経
済
状
況
で
は
限
ら
れ
た

予
算
で
職
員
な
ど
の
人
的

資
源
を
い
か
に
有
効
に
活

用
す
べ
き
か
が
大
事
だ
と

思
い
ま
す
が
市
長
の
所
見

を
伺
い
ま
す
。

　

財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
の

中
で
は
、
平
成
21
年
度
以

降
に
取
り
組
む
べ
き
対
策

を
考
慮
に
入
れ
、
平
成
25

年
度
に
基
金
繰
入
金
を
ゼ

ロ
に
な
る
よ
う
算
出
し
て

い
ま
す
が
大
丈
夫
で
す
か

伺
い
ま
す
。

　

市
長　

市
は
、
厳
し
い

財
政
状
況
の
中
で
、
基
金

繰
入
金
を
伴
わ
な
い
収
支

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
健
全

な
財
政
運
営
の
確
立
を
図

り
ま
す
。
今
後
は
、
新
規

投
資
や
土
木
事
業
な
ど
の

重
点
事
業
を
精
査
し
、
限

ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
に

配
分
し
、
職
員
の
資
質
の

向
上
を
図
り
、
最
少
の
人

数
で
最
大
の
効
果
が
上
が

る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

財
政
健
全
化
・
今
後
ど
う
進
め
る
の
か

限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
に
配
分
す
る

質問事項
１　財政健全化について

２　入札制度改革について

笹島　猛 議員

　

現
在
行
わ
れ
て
い
る
鴻

巣
地
区
の
農
業
集
落
排
水

事
業
の
進
捗
状
況
、
及
び

酒
出
地
区
採
択
の
見
通

し
、
並
び
に
酒
出
地
区
の

合
併
浄
化
槽
設
置
状
況
と

農
業
集
落
排
水
事
業
へ
の

加
入
義
務
に
つ
い
て
伺

う
。

　

下
水
道
部
長　

鴻
巣
地

区
の
農
業
集
落
排
水
事
業

に
つ
い
て
は
本
年
６
月
に

排
水
処
理
施
設
下
部
の
土

木
工
事
を
発
注
し
た
。
次

年
度
に
建
築
工
事
と
機
械

電
気
工
事
を
発
注
す
る
。

平
成
23
年
４
月
に
一
部
供

用
開
始
を
予
定
し
て
い

る
。
合
併
浄
化
槽
設
置
状

況
は
南
酒
出
が
１
０
０
基

で
30
％
、
北
酒
出
は
40
基

で
36
％
で
あ
る
。
事
業
加

入
に
つ
い
て
は
、
強
制
義

務
は
な
く
任
意
で
あ
る
。

加
入
分
担
金
は
加
入
軒
数

で
金
額
算
出
す
る
。
酒
出

地
区
農
業
集
落
排
水
事
業

採
択
の
時
期
は
、
国
・
県
・

市
の
財
政
事
情
に
も
よ

る
が
、
鴻
巣
地
区
整
備
完

了
の
３
～
２
年
前
に
事
業

採
択
と
な
る
よ
う
努
力
す

る
。

　

市
長　

鴻
巣
地
区
の

後
、
酒
出
地
区
は
必
ず
や

り
ま
す
。

酒
出
地
区
農
集
事
業
採
択
は
何
時
か

鴻
巣
地
区
整
備
完
了
の
３
～
２
年
前

質問事項
１　農業集落排水事業につい

て
２　合併の方向性と広域連携

制度について
３　改正教育基本法と学力テ

ストについて
４　道の駅について

海野　徹 議員鴻巣地区農業集落排水終末処理場建設現場

那珂市は、早期健全化基準、財政再生基準を下回っており、
健全財政を保っています。

那珂市の平成20年度健全化判断比率

健全化判断率 那珂市
（平成20年度）

早期健全化
基 準

財 政 再 生
基 準

実質赤字比率 － 13.10％ 20.00％

連結実質赤字比率 － 18.10％ 40.00％

実質公債費比率 14.4％ 25.0％ 35.0％

将来負担比率 120.8％ 350.0％ －
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今
年
３
月
の
議
会
で
、

瓜
連
支
所
活
用
と
し
て
の

道
の
駅
建
設
に
つ
い
て
伺

い
ま
し
た
。
商
工
会
・
Ｊ

Ａ
・
地
元
区
長
会
か
ら
も

要
望
書
が
で
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
Ｊ
Ａ
や
商
工
会

で
話
を
聴
い
た
と
こ
ろ
、

那
珂
市
商
業
振
興
計
画
に

も
瓜
連
支
所
分
庁
舎
の
活

用
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、

農
業
・
商
工
業
活
性
化
の

為
に
も
市
の
素
早
い
対
応

を
望
ん
で
い
ま
す
。

　

国
道
１
１
８
号
線
の
交

通
量
は
、
こ
の
20
年
ぐ
ら

い
で
飛
躍
的
に
増
え
、
人

の
流
れ
を
う
ま
く
取
り
込

め
ば
、
市
の
活
性
化
に
つ

な
が
り
ま
す
。
道
の
駅
整

備
に
む
け
て
の
方
針
・
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
い
ま

す
。

　

市
長
公
室
長　

基
本
的

に
は
、
駐
車
場
・
ト
イ

レ
・
休
憩
施
設
を
国
や
県

が
、
案
内
・
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
地
域
振
興
施
設
を
市

が
整
備
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
施
設
の
管
理
運
営

は
、
県
内
の
例
で
は
、
市

が
関
与
す
る
財
団
法
人
や

第
３
セ
ク
タ
ー
、
株
式
会

社
な
ど
の
団
体
が
実
施
し

て
い
ま
す
。
平
成
21
年
度

内
に
運
営
主
体
の
団
体
を

見
出
し
、
22
年
度
に
計
画

策
定
か
ら
参
画
し
て
も
ら

い
、
運
営
主
体
に
合
わ
せ

た
施
設
設
計
を
し
て
、
完

成
を
め
ざ
し
た
い
考
え
で

す
。

瓜
連
支
所
を
活
用
し
て
の
道
の
駅
は

運
営
す
る
団
体
と
共
に
計
画
策
定
を

質問事項
１　環境保全について

２　教育行政について

３　道の駅について

一般質問　Q & A

蝦名純子 議員

請願・陳情の審査結果

「道の駅」とは
　長距離ドライブ、女性や高齢者ドライバーが増加
し、一般道路に安心して自由に利用できる休憩空間
が求められています。
　休憩機能、情報発信機能、地域の連携機能をあわ
せもつ休憩施設であり、活力ある地域づくりや地域
連携が促進される等の効果も期待されています。

「地域の県立高校の存続と、30人以下学
級実現でゆきとどいた教育を求める意見
書提出」に関する陳情
　審議の中で、第２次県立高等学校再編整備基本
計画では、単に人数の減少で統合するのではな
く、５つの旧通学区域を基本とし適正配置を行う
となっており、人数の増加が見込まれる地域も視
野に入れて高等学校の適正配置は配慮されている
との意見が出されました。
　さらに、40人学級であっても学習内容により
少人数に分け指導することが可能であり、一概に
人数の面からだけで教育効果があがるとは判断で
きないとの説明がありました。
　採決の結果、全員異議なく、不採択とすべきも
のと決定しました。

（教育厚生常任委員会）
陳情者
  ひたちなか市和尚塚12417－2
　  茨城県高等学校教職員組合
　　ひたちなか支部長　田山　祐行

不採択

介護保険に関する請願書

　前回の委員会で継続審査となったものです。

　審議の中で、特養施設については、現在市内に

４施設あり、周辺市町村において新設計画もある

ことから、仮に市内施設で不足した場合であって

も広域的施設整備計画により対応可能であるとの

説明があり、那珂市介護保険計画で示されている

３ヵ年については現状維持でよいとの意見が出さ

れました。

　また、介護報酬や賃金の引き上げを行うことに

より保険料の負担増額が生じ、加入者が大変では

ないかとの意見が出されました。

　採決の結果、全員異議なく、不採択とすべきも

のと決定しました。

（教育厚生常任委員会）

請願者

　水戸市城南3－15－24　みのわビル3F 

　　茨城県社会保障推進協議会

　　代表委員　渋谷　敦司

不採択

休憩機能

地 域 の
連携機能

情報発信
機　　能

地域とともにつくる個性
豊かなにぎわいの場



お 知 ら せ

那
珂
市
議
会
議
員

　
　

遠
藤　
　

実　

氏
が

　
　
　
　
　

議
員
を
辞
職
し
ま
し
た

　

遠
藤　

実
氏
は
、
７
月
31
日
に
「
一
身
上
の
都
合
に
よ
り

議
員
を
辞
職
し
た
い
」
旨
の
辞
表
を
議
長
宛
に
提
出
し
、
同

日
付
け
で
、
議
員
を
辞
職
し
ま
し
た
。遠藤　実
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意見書を提出

意見書

　

那
珂
市
議
会
議
員　

髙
畑　

道
英
氏

（
61
歳
）
が
、
平
成
21
年
７
月
15
日
、

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

髙
畑
議
員
は
、
平
成
16
年
３
月
、
地

元
の
人
々
の
衆
望
を
担
っ
て
、
那
珂
町

議
会
議
員
に
初
当
選
さ
れ
て
以
来
、
那

珂
町
議
会
議
員
と
し
て
、
ま
た
、
合
併

後
は
、
那
珂
市
議
会
議
員
と
し
て
、
４

年
間
に
わ
た
り
、
そ
の
職
責
を
懸
命
に

果
た
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、那
珂
町
議
会
に
お
い
て
は
、

経
済
常
任
委
員
会
委
員
、
ま
た
、
那
珂

市
議
会
に
お
い
て
は
教
育
厚
生
常
任
委

員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
と
し

て
円
滑
な
る
議
会
運
営
の
た
め
ご
活
躍

さ
れ
ま
し
た
。

　

髙
畑
議
員
の
す
ぐ
れ
た
見
識
と
円
熟

し
た
人
格
は
、
接
す
る
人
に
親
愛
の
情

と
敬
意
を
起
こ
さ
し
め
、
住
民
一
人
ひ

と
り
の
声
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
多
く

の
声
を
行
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
と
い

う
姿
勢
は
、
私
た
ち
議
会
議
員
に
課
せ

ら
れ
た
「
地
方
自
治
」
と
い
う
命
題
の

原
点
を
思
い
起
こ
さ
せ
て
く
れ
る
も
の

で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
那
珂
市
議
会
と
し
て
、
髙
畑

議
員
の
多
年
に
わ
た
る
地
方
自
治
に
尽

く
さ
れ
た
甚
大
な
功
績
を
称
え
る
と
と

も
に
、
限
り
な
き
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
、

衷
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ
げ

ま
す
。

那
珂
市
議
会
議
員
一
同

すぐれた見識と円熟した人格により

　　　　　町・市発展に甚大な功績を残す

那珂市議会議員

　髙畑　道英　氏の逝去を悼む

地方自治の継続性を守るための予算執行
を求める意見書
　新政権の発足とともに、民主党のマニフェスト
に示された政策・制度への変更が進められること
になります。
　一方、前政権下において、経済危機を克服する
ために、平成21年度予算及び同年度第１次補正
予算が可決成立しています。
　新政権によって、予算執行が見直されることに
なれば、すでに、関係事業を執行中あるいは、執
行準備が完了し、当該事業の広報・周知が済んで
いる地方自治体にとって、誠に憂慮すべき事態の
発生が懸念されます。
　上記の状況を考慮し、政府におかれましては、
政策の見直し、税制の改革、制度の変更にあたっ
ては、平成21年度予算及び同年度第１次補正予
算によって、地方自治体の進めてきた施策や事業
について財源問題で執行に支障が生じることのな
いよう行われることを強く求めます。

意見書提出先
衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、副総
理・国家戦略担当大臣、総務大臣、財務大臣



７月
８日

13日

15 ～

17日

21日

22日

23日

24日

28日

29日

広報編集委員会

議会運営委員会

原子力安全対策特別委員会視察

広報編集委員会

第２回臨時会

教育厚生常任委員会

原子力安全対策特別委員会

全員協議会

産業生活常任委員会

８月
25日 議会運営委員会

　この会期日程は、議案件数や一般質問者数によ

って変更になる場合があります。

　日程の変更や詳細については、議会事務局や議

会ホームページでもご案内いたしております。お

気軽にお電話、お立ち寄りください。

　また、請願・陳情を議会へ提出される場合は、

11月19日（木）までにお願いいたします。

「市議会のページ」では、
　◎市議会議員名簿
　◎定例会・臨時会会議録
　◎議決結果
　◎一般質問通告書
　◎市議会だより
などを掲載しています。
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議 会 日 誌

平成21年第４回定例会開会予定

表
紙
に
寄
せ
て

編
集
後
記

議
会
広
報
編
集
委
員
会

　

委

員

長　

木
村　

静
枝

　

副
委
員
長　

蝦
名　

純
子

　

委　
　

員　

中
庭　

正
一

　

委　
　

員　

萩
谷　

俊
行

　

原
子
力
安
全
対
策
特

別
委
員
会
は
、
住
民
の

安
全
と
安
心
の
確
保
が

最
大
の
責
務
で
す
。
今

後
も
原
子
力
事
業
に
対

し
注
視
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

議 会 日 誌

中
庭　

正
一

　

長
び
く
不
況
、
国
、
地

方
の
財
政
赤
字
、
中
小
企

業
の
経
営
難
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
不
安
等
、

大
き
な
問
題
が
山
積
の
中

で
の
政
権
交
代
、
期
待
と

不
安
、
戸
惑
い
の
今
日
で

す
。
当
市
も
議
員
定
数
、

２
名
減
を
議
決
、
と
に
か

く
経
費
の
削
減
が
肝
要
、

今
こ
そ
共
に
力
を
合
わ

せ
、
一
日
も
早
く
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
安
定
し
た
世

の
中
に
な
る
よ
う
頑
張
る

時
と
思
う
次
第
で
す
。

月日 曜 議　事　予　定

12・１ 火

本会議
○開会
○継続審査・調査案件の委員長報告
○請願・陳情の委員会付託など

12・２ 水
本会議
○議案審議など

12・３ 木 常任委員会

12・４ 金 常任委員会

12・７ 月 本会議（一般質問）

12・８ 火 本会議（一般質問）

12・９ 水 本会議（一般質問）

12・11 金
本会議
○委員長報告など
○閉会

議会の傍聴について
　那珂市議会では、議会の本会議・常任委員会を

公開しております。

　傍聴をご希望のかたは、事前に会議の開催日や

時間をご確認の上、おいでください。傍聴の手続

きは、所定の用紙に住所・氏名を記入していただ

き、傍聴券の交付を受けるだけです。

　お気軽においでください。

９月定例会の傍聴者数　48名 （延べ人数）

議会の会議録について
　議会の本会議の会議録は、公開しており、閲覧

することができます。

　議会ホームページには、平成１７年３月以降の

議会定例会の会議録を掲載しております。また、

那珂市立図書館にも平成１７年２月以降の製本し

た会議録を配置しております。なお、ホームペー

ジや図書館に配置していない、過去の議会の会議

録は、議会事務局で閲覧することができます。

議会のホームページについて
　http://www.city.naka.lg.jp/の「市議会のペー

ジ」をクリックしてください。


